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富山市南商工会
青年部婦中支部

in 富山市南商工会

in 富山市北商工会

　青年部婦中支部の松永支部
長は、「青年部として地域へどの
ように貢献していくかを考える
良い機会になった。何か必要な
ことがあれば、冊子を見て気軽
に相談してほしい。これからも婦
中地域の若い力を知ってもら
い、発揮していきたい」と意気込
みを話す。

　
富
山
市
婦
中
町
地
域
は
中
心
市
街
地
に

近
く
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

高
齢
者
比
率
は
他
の
地
域
と
同
じ
よ
う
に

増
加
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
買
い

物
弱
者
」
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
青
年
部
婦
中
支
部
で
は
元

気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
活

用
し
、「
地
域
の
絆
・
我
ら
婦
中
の
仕
事
人

マ
ッ
プ
」
を
制
作
し
た
。

　
高
齢
者
な
ど
が
悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
な

い
で
欲
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
こ
の
事

業
は
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
地
域
振
興
・

発
展
、
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
使
命
と
し
、
困
り
ご
と
や
必
要
な

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
会
員
事
業
者

へ
気
軽
に
相
談
、
問
合
わ
せ
が
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
考
え
た
。
特
に
買
い
物
弱

者
が
地
域
内
で
悪
質
な
商
法
等
の
被
害
に

合
わ
な
い
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作

り
に
一
役
か
っ
て
い
る
。

　「
我
ら
婦
中
の
仕
事
人
マ
ッ
プ
」
冊
子
は

Ａ
４
判
六
ペ
ー
ジ
で
、
安
心
し
て
依
頼
で

き
る
事
業
所
と
し
て
同
支
部
青
年
部
員
の

二
十
八
事
業
所
を
紹
介
。
地
域
内
で
い
ろ

ん
な
事
業
所
の
看
板
や
チ
ラ
シ
等
を
目
に

す
る
こ
と
は
多
い
も
の
の
、
初
め
て
仕
事

を
依
頼
す
る
際
は
や
は
り
不
安
が
あ
り
、

金
額
も
気
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
障
壁
を

軽
減
す
る
た
め
、
事
業
所
の
業
務
内
容
や

所
在
地
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
写

真
付
き
で
説
明
し
、
各
事
業
所
の
場
所
を

示
し
た
地
図
や
、
青
年
部
の
活
動
も
掲
載

し
て
い
る
。

　
地
域
住
民
か
ら
は
、初
め
て
知
っ
た
サ
ー

ビ
ス
も
発
見
で
き
、
い
ろ
ん
な
事
業
所
を

活
用
し
て
行
き
た
い
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

好
評
を
得
て
い
る
。

いいもの見つけ隊！いいもの見つけ隊！
シリーズシリーズ

まちの

冊
子
「
我
ら
婦
中
の
仕
事
人
マ
ッ
プ
」
制
作

産業観光で伝統的な醤油作りを学ぼう！３年の歳月をかけて天然熟成し
た醤油が香る工場は、87年の伝統を守りながら水と空気がきれいな1月
から３月の極寒に仕込みを行う。見たことのない大きな木樽や醤油の発
酵過程、レンガ造りの麹むろでは三昼夜温度管理を天窓の開け閉めで調
整を行うなど、畑 和行代表のガイドは職人ならではの視点で話に引き込
まれる。

産業観光で伝統的な醤油作りを学ぼう！３年の歳月をかけて天然熟成し
た醤油が香る工場は、87年の伝統を守りながら水と空気がきれいな1月
から３月の極寒に仕込みを行う。見たことのない大きな木樽や醤油の発
酵過程、レンガ造りの麹むろでは三昼夜温度管理を天窓の開け閉めで調
整を行うなど、畑 和行代表のガイドは職人ならではの視点で話に引き込
まれる。

ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズム

冊子では28事業所を紹介

「我ら婦中の仕事人
マップ」冊子

住所　小矢部市浅地800　TEL.0766-61-2111(予約受付)
見学コース　案内ガイドによる伝統的な醤油作りを見学することができる。
醤油の味比べも人気。隣接する直売所で醤油及びオリジナルドレッシング等
の商品等を購入できる。
見どころ　木樽で3年間熟成させる伝統的な醤油作りは日本でも数軒しか残っていない。

住所　小矢部市浅地800　TEL.0766-61-2111(予約受付)
見学コース　案内ガイドによる伝統的な醤油作りを見学することができる。
醤油の味比べも人気。隣接する直売所で醤油及びオリジナルドレッシング等
の商品等を購入できる。
見どころ　木樽で3年間熟成させる伝統的な醤油作りは日本でも数軒しか残っていない。

髙田委員長　松永支部長

　
富
山
市
呉
羽
町
に
あ
る「
桝
カ
フ
ィ
」は
、

二
〇
一
二
年
夏
に
自
宅
の
車
庫
を
利
用
し

た
珈
琲
焙
煎
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
約
二

年
の
焙
煎
研
究
を
経
て
、
二
〇
一
四
年
四

月
に
自
家
焙
煎
珈
琲
豆
の
専
門
店
と
し
て

正
式
開
業
し
た
。

　
中
南
米
や
中
東
・
ア
フ
リ
カ
等
か
ら
取

り
寄
せ
た
珈
琲
豆
を
焙
煎
機
で
丁
寧
に
焙

煎
し
、
常
時
二
十
種
類
以
上
用
意
さ
れ
て

い
る
。
お
客
様
の
好
み
で
焙
煎
す
る
「
注

文
焙
煎
」
で
差
別
化
を
図
っ
て
お
り
、
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
お
客
様
か
ら
「
美
味
し
い
珈
琲
の
煎
れ

方
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
も
あ

り
、
珈
琲
の
抽
出
を
体
験
で
き
る
こ
と
や
、

試
飲
も
楽
し
め
「
挽
き
た
て
の
珈
琲
を
丁

寧
に
ド
リ
ッ
プ
す
る
時
間
が
楽
し
み
」
な

ど
と
近
隣
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

　
昨
年
に
は
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
を
活
用
し
、
空
調
を
整
備
し
、
お
客

様
が
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
演
出
し
た
こ
と

で
、リ
ピ
ー
ト
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、

お
子
様
連
れ
の
主
婦
層
の
来
店
が
多
い
た

め
、
お
子
様
が
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
を

し
た
こ
と
が
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
新
規
顧

客
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
贈
答
品
や
引
き
出
物
と
し
て

の
珈
琲
豆
の
販
売
や
、
珈
琲
道
具
を
は
じ

め
珈
琲
関
連
商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
販
売
し
て
い
き
た
い
と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
た
。

　
富
山
市
北
商
工
会
の
平
成
二
十
八
年
度

よ
い
店
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
名
誉
賞
を

受
賞
。
こ
れ
か
ら
も
珈
琲
を
通
し
て
地
域

貢
献
、
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

く
れ
は
珈
琲
焙
煎
堂
「
桝
カ
フ
ィ
」

珈琲豆が並ぶ桝カフィ店内

住　　所：富山市呉羽町3918-102
電　　話：090-2033-0843
営業時間：
　日　　曜　  9:00～17:30
　月～水曜　12:00～19:30

取材協力

桝カフィ

店主
桝谷 寿美

　店主の桝谷さんは「珈琲を好
きになってもらい、珈琲愛好家
をもっと増やし、非日常のひと
ときでもある珈琲タイムでリ
ラックスしていただきたい。そ
の中で、お客様との会話を楽し
んでいきたい」と想いを語って
くれた。
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社
員
が
育
て
ば
会
社
は
伸
び
る
！

富
山
県
中
小
企
業
大
学
校
二
十
八
年
度
事
業
が
始
動
！
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
中
瀬
淳

哉
会
長
）
は
七
月
十
九
日
、
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
青
年
部
主

張
発
表
県
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　

七
名
の
代
表
者
が
、
日
頃
の
青
年
部

活
動
や
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
、
射
水
市
商
工
会
青

年
部
の
竹
島
康
弘
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。

　

竹
島
さ
ん
は
、
青
年
部
員
が
力
を
合

わ
せ
、
シ
ロ
エ
ビ
を
使
っ
た
シ
ュ
ー
マ

イ
の
開
発
を
通
し
て
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
活
動

を
発
表
。
富

山
県
代
表
と

し
て
八
月
に

三
重
県
で
開

催
さ
れ
る
中

部
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
出
場

す
る
。

熱
い
思
い
を
力
強
く
発
表
！

～
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会
～

～
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会
～

　

中
小
企
業
の
人
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
の
研
修
事
業
、
富
山
県
中
小
企
業

大
学
校
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
開
講
以

来
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
一
万
一
千
人
を

超
え
る
方
が
受
講
。

　

七
月
五
日
に
受
講
生
十
九
名
に
て
、

ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上

を
図
る
経
営
後
継
者
・
幹
部
養
成
コ
ー

ス
（
長
期
コ
ー
ス
）
の
開
講
式
が
執
り

行
わ
れ
、
全
日
程
二
十
四
日
間
に
渡
る

講
義
が
始
ま
っ
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
ア
ッ
プ
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

財
務
分
析
や
経
営
改
善
手
法
、
経
営
戦

略
な
ど
幅
広
い
経
営
に
関
す
る
項
目
に

つ
い
て
学
習
す
る
。

　

ま
た
、
生
産
管
理
や
販
売
力
強
化
な

ど
、
各
テ
ー
マ
に
応
じ
て
集
中
的
に
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
る
短
期
コ
ー
ス
は
、

現
在
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
る
。

コース・研修テーマ 日　程 定員・受講料 主 な 内 容
生産管理コース
コストダウンの実現を
するために現場で実践
できること

8/25（木）・26（金）
9/6（火）・7（水）

申し込み締め切り
8月15日（月）

定　員
40 名
受講料

19,200 円

・生産性向上への IE 手法活用の基礎・実践
・現場での活用すべき IE 手法の実践１・２
・TOC 手法の活用
・コストを下げ、品質を上げる方法
・原価と生産効率を考える意思決定演習
・コストダウンの計画立案　など

財務分析コース
財務分析を利用した経
営管理

9/13（火）・14（水）

申し込み締め切り
9月2日（金）

定　員
40 名
受講料

9,600 円

・財務分析の基本を学ぶ
・返済余力分析、キャッシュフロー分析の手法
・経営改善手法
・経営改善の具体的進め方

販売力強化コース
情報発信の質を高めて
販路開拓

10/4（火）・5（水）   
18（火）・19（水）

申し込み締め切り
9月23日（金）

定　員
20 名
受講料

19,200 円

・自社の「強み」のアピールと「弱み」の克服
・自社戦略プランの構築
・情報発信力の強化と差別化要因の見直し
・IT ツールの活かし方、情報発信の仕方

〜短期コース 8・9・10 月の講座 研修カリキュラム〜
富山県中小企業大学校  開講講座受講生募集中！

詳しくは中小企業大学校のホームページでご覧ください
■会　　場：中小企業研修センター 富山市赤江町1-7
■お問合せ：富山県中小企業大学校（富山県商工会連合会　経営支援課）TEL076-441-2716　

開講式で真剣に話を聞く受講生

富山県　中小企業大学校 検索

最
優
秀
賞
に
毛
利
さ
ん
（
富
山
市
八

尾
山
田
商
工
会
）
選
ば
れ
る

竹
島
康
弘
さ
ん
（
射
水
市
）
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
！

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
徳
永
た

つ
子
会
長
）
は
七
月
十
一
日
、
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
女
性
部

主
張
発
表
県
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　

県
内
四
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
四
名
が
、

日
頃
の
女
性
部
活
動
等
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、毛
利
禮
子
さ
ん
（
富

山
市
八
尾
山
田
）
が
選
ば
れ
た
。
毛
利

さ
ん
は
、
女
性
部
で
取
り
組
ん
だ
初
め

て
の
イ
ベ
ン
ト「
神
通
回
廊
お
花
見
フ
ェ

ス
タ
」
に
つ
い
て
発
表
。
富
山
県
代
表

と
し
て
九
月
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。

▼
大
会
結
果

▽
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

　

＝
毛
利
禮
子
【
富
山
市
八
尾
山
田
】

▽
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　

＝
脊
戸
川
康
子
【
南
砺
市
】

▽
優
良
賞
（
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
）

　

＝
石
川
邦
子
【
射
水
市
】

　

＝
中
野
早
苗
【
入
善
町
】

▼
大
会
結
果

▽
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

　

＝
竹
島
康
弘
【
射
水
市
】　　
　
　

▽
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　

＝
銭
座
健
太
朗
【
高
岡
市
】

　

＝
藤
井
昭
平
【
南
砺
市
】

▽
優
良
賞
（
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰
）

　

＝
浅
野
哲
広
【
富
山
市
八
尾
山
田
】

　

＝
林
歩
【
立
山
舟
橋
】

　

＝
松
井
拓
也
【
上
市
町
】

　

＝
相
山
昌
紀
【
富
山
市
北
】

発表する毛利さん

発表する竹島さん

��������������������������������������������������
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商工
春秋

急
な
お
客
さ
ん
が
来

る
こ
と
に
な
り
、
お

茶
菓
子
を
準
備
し
た

く
て
、
近
く
の
お
菓
子
屋

さ
ん
の
営
業
時
間
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。
朝
八

時
半
か
ら
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

早
速
、
開
店
時
間
に
合
わ
せ
て

お
店
に
い
く
と
、
お
茶
を
ど
う

ぞ
と
言
わ
れ
て
、
冷
た
い
麦
茶

が
出
さ
れ
た
。
商
品
を
包
装
し

て
も
ら
っ
て
い
る
間
、
お
茶
を

ゆ
っ
く
り
と
い
た
だ
き
、
ネ
ッ

ト
社
会
に
あ
っ
て
昔
か
ら
の
地

域
に
あ
る
お
店
に
安
ら
ぎ
を
覚

え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
▼
そ
ん

な
折
、
新
聞
に
「
お
試
し
価
格
」

な
ど
の
広
告
に
誘
わ
れ
、
ネ
ッ

ト
で
商
品
を
申
し
込
ん
だ
ら
、

実
は
定
期
購
入
契
約
だ
っ
た
。

そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て

い
る
と
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

が
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
と

の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
ネ
ッ

ト
社
会
の
普
及
と
共
に
、
悪
質

な
事
業
者
も
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
に
心
が
痛
む
。
▼
こ
れ
か

ら
は
、
前
述
し
た
お
菓
子
屋
さ

ん
の
よ
う
な
、
営
業
時
間
や
商

品
概
要
な
ど
の
基
本
情
報
を

ネ
ッ
ト
配
信
し
、
訪
れ
た
お
客

様
に
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を

す
る
事
業
者
が
輝
い
て
い
け
る

よ
う
な
地
域
社
会
が
望
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
し

て
お
り
、
災
害
対
策
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

本
共
済
は
、
中
小
企
業
や
小

規
模
企
業
が
被
災
し
て
休
業
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
、
そ
の
間

の
従
業
員
へ
の
給
料
支
払
い
な

ど
、
経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
事
業
再
開
を
円
滑
に

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
商

品
化
さ
れ
た
。

　

地
震
・
噴
火
・
津
波
・
台
風
・

洪
水
・
震
災
・
火
災
・
落
雷
な

ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、
契
約
者

の
事
業
所
が
損
壊
し
て
休
業
し

た
場
合
に
、
休
業
期
間
中
の
費

用
を
補
償
す
る
。

　

全
損
の
場
合
は
「
全
損
応
援

共
済
金
」
と
し
て
、
契
約
時
に

あ
ら
か
じ
め
約
定
し
た
粗
利
益

日
額
に
約
定
日
数
（
九
十
日
か

ら
最
長
百
八
十
日
）
を
乗
じ
た

額
を
支
払
う
。
ま
た
一
部
損
壊

し
て
事
故
日
か
ら
四
日
以
上

連
続
し
て
休
業
し
た
場
合
は

「
一
部
損
応
援
共
済
金
」
と
し

て
、
約
定
粗
利
益
日
額
に
休
業

日
数
（
契
約
時
に
限
度
日
数
を

三
十
、六
十
、九
十
日
の
い
ず
れ

か
か
ら
選
択
）
を
乗
じ
た
額
を

支
払
う
。

　

共
済
掛
金
は
、
全
損
・
一
部

損
の
約
定
日
数
、
約
定
日
額
、

事
業
所
所
在
地
、
建
物
の
構
造

に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

例
え
ば
、
一
部
損
の
約
定
日

数
三
十
日
、
全
損
の
約
定
日
数

百
八
十
日
で
、
約
定
日
額
一
万

円
（
一
部
損
だ
と
最
大
三
十
万

円
、
全
損
時
は
最
大
百
八
十
万

円
の
支
払
に
な
る
。）
と
す
る

と
、富
山
県
に
お
け
る
掛
金
は
、

年
額
三
千
八
百
二
十
六
円
又
は

五
千
百
九
円
に
な
る
。

　

本
共
済
は
、
昨
年
五
月
に
全

国
商
工
会
連
合
会
と
全
日
本
火

災
共
済
協
同
組
合
が
締
結
し
た

業
務
提
携
基
本
契
約
書
に
基
づ

い
た
提
携
新
商
品
第
一
号
で
あ

り
、
同
商
品
の
再
保
険
は
、
世

界
最
大
手
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
再
保

険
会
社
が
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
提

供
す
る
。

中
小・小
規
模
企
業
向
け

「
休
業
対
応
応
援
共
済
」取
扱
い
開
始
！

　　とやま新事業創造基金を 活 用 し て み ま せ ん か ！  
農商工連携ファンド事業 地域資源ファンド事業

対象事業 中小企業者と農林漁業者が連携し双方の経営資
源を有効に活用し、工夫を凝らして行う、新商
品・新サービスの開発の取り組み。新商品・新
サービスの開発と合わせて行う販路の開拓も対
象となります。

富山ならではの産地の技術や農林水産品、観光
資源等の優れた地域資源を活用し、新商品・新
サービスの開発の取り組み。

対象者 富山県内に事務所・事業所を有すること。
 （１）創業を行う者又は経営の革新を行う中小

企業者と農林漁業者の連携体
 （２）自ら事業を行う NPO 等の中小企業者以

外の者（NPO、商工会、商工会議所　等）
と農林漁業者の連携体 

富山県内に本社を持つ中小企業者
※「中小企業者」については、中小企業基本法

第２条に規定する中小企業者とします。ま
た、子会社等実質的に他の大企業等の下に
ある者は対象外となります。

助成金額
助成率
助成期間

助成金額：上限 800 万円
助 成 率：２／３以内
助成期間：案件内容により、複数年の継続支
　　　　　援あり（最長平成 30 年 12 月末まで）

助成金額：上限 600 万円
助 成 率：１／２以内
助成期間：案件内容により、複数年の継続支
　　　　　援あり（最長平成 29 年 12 月末まで）

応募締切 平成２８年９月１２日（月）当日必着

お問合せ先 公益財団法人 富山県新世紀産業機構　取引設備支援課　　Tel.076-444-5650

　
県
内
十
二
商
工
会
は
、
中
小
企
業
や
小
規
模
企
業
が
地
震
や
台
風
な
ど

で
被
災
し
て
休
業
す
る
場
合
の
、
事
業
再
開
ま
で
の
経
費
負
担
を
軽
減
す

る
休
業
対
応
応
援
共
済
の
取
扱
い
を
始
め
る
。

利用者
募集中
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３次元をプロデュース

富山県富

３

3Dシステム事業部

ひ
か
る
技
術

か
が
や
き
企
業

時
代
の
波
に
乗
っ
た
販
売
方
法
で
消
費
者
の
声
を
も
の
づ
く
り
に
生
か
す

■
長
く
使
っ
て
ほ
し
い
と

の
思
い
を
込
め
た
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
の
進
化

　

創
業
七
十
一
年
目
を
迎
え
、

五
十
年
以
上
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を

主
力
商
品
と
し
、
家
具
製
造
を

デ
ザ
イ
ン
か
ら
材
料
加
工
、
組

立
ま
で
一
貫
し
て
自
社
工
場
で

行
っ
て
い
る
。

　

多
数
あ
る
商
品
の
中
で
も
、

石
崎
専
務
が
考
案
し
た
「
ミ
ニ

ベ
ッ
ド
＆
デ
ス
ク
」
は
、
①
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
②
ベ
ビ
ー
サ
ー

ク
ル
、
③
キ
ッ
ズ
テ
ー
ブ
ル
、

④
Ｐ
Ｃ
デ
ス
ク
、
⑤
収
納
棚
と

五
通
り
の
使
い
方
が
で
き
る
。

長
く
使
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い

を
込
め
た
商
品
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
よ
り
Ｈ
Ｐ
を
見
た
と
取
材
依
頼

が
あ
り
、
朝
の
情
報
番
組
で
の
放

送
後
の
反
響
は
と
て
も
大
き
か
っ

た
と
い
う
。

■
お
客
様
の
声
を
大
切
に
し

た
も
の
づ
く
り

　

九
十
八
年
頃
か
ら
Ｈ
Ｐ
で
商
品

の
Ｐ
Ｒ
や
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
、

七
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
楽
天
市
場
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
等
の
販
売
を
始
め

て
い
る
。
お
客
様
レ
ビ
ュ
ー
を
分

析
し
消
費
者
の
声
を
反
映
し
た
、

商
品
改
良
や
新
商
品
づ
く
り
に
よ

り
、ヒ
ッ
ト
商
品
を
つ
く
り
だ
し
、

ネ
ッ
ト
上
で
の
売
上
げ
も
格
段
に

伸
び
て
き
て
い
る
。

■
生
産
量
向
上
の
体
制
を
と

と
の
え
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　
「
ワ
ン
タ
ッ
チ
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
」

は
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
収
納
で
き
、

移
動
も
簡
単
な
人
気
商
品
で
あ
る
。

自
動
ホ
ゾ
取
り
機
の
導
入
に
よ
り

製
品
の
高
精
度
化
と
生
産
性
の
大

幅
改
善
に
取
り
組
む
た
め
、
も
の

づ
く
り
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

今
年
度
の
も
の
づ
く
り
補
助
金

の
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

製
品
の
精
度
を
高
め
な
が
ら
、
課

題
で
あ
っ
た
生
産
性
向
上
の
た
め

試
作
品
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　

次
は
、
ペ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
商
品
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

技
術
力
・
安
全
性
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
便
利
な
機
能
や
長
く
使

え
る
工
夫
、
お
客
様
の
声
を
生
か

し
た
も
の
づ
く
り
で
、
次
は
ど
の

よ
う
な
人
気
商
品
が
誕
生
す
る
か

楽
し
み
で
あ
る
。

南
砺
市
商
工
会 

福
光
事
務
所

主
任
経
営
指
導
員
　
　
　
　

稲
塚
　
育
子

　
県
内
に
三
店
舗
と
自
社
工
場

を
持
つ
事
業
所
で
あ
る
。
常
に

先
を
見
据
え
て
商
品
開
発
も
精

力
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
る
。
次

に
目
指
す
市
場
は
ペ
ッ
ト
産
業
。

新
た
な
販
路
開
拓
に
つ
な
が
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

専務取締役　石崎尚樹氏

ワンタッチで収納ができるベビーベッド

　

生
産
量
日
本
一
の
「
ワ
ン

タ
ッ
チ
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
」
を
製

造
販
売
し
て
い
る
石
崎
家
具
株

式
会
社 

専
務
取
締
役 
石
崎
尚

樹
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

ベビーベッドが PC デスクや棚に変身

　

昨
今
の
少
子
化
対
策
事
業
で
全

国
の
保
育
施
設
の
整
備
が
進
み
、

保
育
施
設
向
け
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

や
木
製
家
具
の
受
注
が
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
で
、
生
産
が
追
い
付

か
ず
、
長
期
欠
品
で
受
注
機
会
を

失
っ
て
い
る
と
い
う
経
営
課
題
が

あ
っ
た
。
商
工
会
に
相
談
し
、
専

門
家
派
遣
制
度
を
利
用
し
、
専
門

家
と
協
議
し
な
が
ら
課
題
を
洗
い

出
し
た
こ
と
で
、
改
善
す
る
工
程

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
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中
小
企
業
景
況
情
報

前
期
比
、製
造
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
好
転

　

今
期
は
、
製
造
業
一
二・
〇

（
前
期
比
＋
一
八・
九
ポ
イ
ン

ト
）、
建
設
業
△
一
〇・
〇

（
同
＋
二
五・
〇
ポ
イ
ン
ト
）、

サ
ー
ビ
ス
業
△
六・
九
（
同
＋

一
七・
三
ポ
イ
ン
ト
）
と
好
転

し
た
が
、
小
売
業
△
三
六・
八

（
同
△
七・
九
ポ
イ
ン
ト
）
は
悪

化
し
た
。

　

来
期
は
、
製
造
業
一
三・
七

（
当
期
比
＋
一・
七
ポ
イ
ン
ト
）、

小
売
業
△
二
八・
九(

同
＋
七
・

九
ポ
イ
ン
ト
）
と
好
転
を
、

建
設
業
△
三
〇・
〇
（
同
△

二
〇・
〇
ポ
イ
ン
ト
）、
サ
ー
ビ

ス
業
△
七・
六
（
同
△
〇・
七
ポ

イ
ン
ト
）
は
悪
化
を
予
想
し
て

い
る
。

（
注
）
Ｄ
・
Ｉ
と
は
、
景
気
動
向
指
数

の
略
で
、
前
年
同
期
と
比
較
し

て
増
加
（
好
転
）
企
業
割
合
と
、

減
少
（
悪
化
）
企
業
割
合
の
差

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

平成 26年
7月～ 9月 10月～ 12月

平成 27年
1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月

平成 28年
1月～ 3月 4月～ 6月

（予想）
7月～ 9月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

D・I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

業況天気図　H28.4 月～6月実績・7月～9月予想
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「第５回富山県ものづくり大賞」の募集 企業子宝率調査協力のお願い 「とやまシニア専門人材バンク」
の登録企業を募集中　県内産業・文化の発展を支え、豊かな県民生活の

形成に大きく貢献してきた「ものづくり」を着実に
継承し、さらに発展させていくため、高度な技術開
発により県内「ものづくり」の活性化に寄与した企
業を顕彰するとともに、ものづくり機運の一層の醸
成を図ることを目的としています。
１　対 象
　富山県内に本社、主たる事業所、研究開発拠点等
を置く製造業を営む企業
２　内 容
　概ね３年以内に開発や商品化された技術又は製品
を表彰します。
３　表 彰　
・大　賞：１企業
　賞状と副賞として賞金１００万円を贈呈
・優秀賞：１企業程度
　賞状と副賞として賞金３０万円を贈呈
・特別賞：１～２企業程度
　賞状と副賞として賞金１０万円を贈呈
４　スケジュール
応募期間：８月１日（月）～９月３０日（金）必着 
表 彰 式  ：平成２９年２月下旬（予定）
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　商工企画課

TEL 076-444-3245

　県では、今年度新たに、企業子宝率
の調査・活用により、企業における仕
事と子育てが両立しやすい職場環境づ
くりやワーク・ライフ・バランスを促
進する「子宝モデル企業普及促進事業」
を実施します。この事業では、調査の
結果、子宝率が高く、優れた取組みを
行っている企業を顕彰し、取組み事例
を紹介する予定です。
調査対象
　県内に事業所がある常用雇用者数
10 人以上の企業　
調査期間
　7 月 15 日（金）～
　8 月 31 日（水）（消印有効）

※調査票のダウンロードなど、詳し
くは県のホームページをご覧くだ
さい。

http://www.pref.toyama.jp/
sections/1303/kodakara/
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　労働雇用課

TEL 076-444-3257

　富山県では、専門的知識、
技術、経験を活かして就労
を希望する高齢者と、これ
らの人材を求める企業との
効果的なマッチングを図る
ため、「とやまシニア専門人
材バンク」をとやま自遊館
２階に開設しています。人
材バンクでは、富山県・富
山労働局・富山公共職業安
定所が一体となって支援を
行います。企業の人材確保
のため、是非ご活用くださ
い。

詳しくはこちらから

　	 　 　 　 　
■お問合せ先■

とやまシニア専門人材バンク
TEL 076-444-4289

富山県　労働雇用課
TEL 076-444-8897

とやまシニア専門人材バンク 検索
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事業承継・事業引継ぎに関するご相談を専門家がお受けいたします！

一
．
暖
簾
の
腕
押
し

　
近
年
、
国
内
観
光
や
地
域
振
興

の
分
野
で
、
専
門
家
の
方
々
の
斬

新
で
高
度
な
研
究
を
拝
聴
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
現

状
を
分
析
し
、
理
想
の
方
向
を
掲

げ
、
多
く
の
人
々
の
為
に
な
る
内

容
で
す
。
時
に
、
社
会
心
理
学
や

行
動
心
理
学
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
行
政
施
策
な
ど
、
様
々
な
切
り

口
の
新
し
い
理
論
に
は
心
躍
る
も

の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
地
域
で
観
光
事
業
を
担

う
方
々
は
、
様
々
な
機
会
に
専
門

家
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
折
々
の
場
面
で
方

向
が
示
さ
れ
た
結
果
、
幸
い
自
分

の
思
い
と
同
じ
で
あ
る
と
理
解
で

き
れ
ば
「
進
め
」
で
す
が
、
何
と

な
く
方
向
性
が
合
わ
な
い
と
か
、

理
解
し
に
く
い
場
合
は
「
無
視
」

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
担

い
手
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
「
簡
単
で
分
か
り
や

す
い
言
葉
」
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
「
非
日
常
性
」「
回
遊
性
」

な
ど
、
筆
者
も
文
献
を
読
ん
で
み

る
と
、
そ
の
難
し
い
表
現
の
方
が

適
切
で
あ
る
様
に
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
目
的
は
相
手
に
伝
え
る
事
で

す
。

難
し
い
専
門
用
語
も
相
手
に
伝
わ

ら
な
け
れ
ば
気
付
か
れ
ず
、
価
値

が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
の

成
果
が
水
泡
に
帰
す
こ
と
の
無
い

様
に
相
手
に
理
解
で
き
る
言
葉
で

伝
え
た
い
も
の
で
す
。（
自
戒
の
念

を
込
め
て
）

二
．
勝
て
な
い
訴
求
力

　
旅
行
会
社
在
籍
中
、
怠
け
者
の

筆
者
は
「
な
ん
と
か
苦
労
せ
ず
に

旅
行
が
売
れ
な
い
か
」
と
懸
命
に

模
索
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
よ
そ
に

お
客
様
た
ち
は
、
い
と
も
簡
単
に

パ
リ
だ
・
ハ
ワ
イ
だ
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
旅
行
会
社
の
営
業
マ
ン

よ
り
パ
リ
や
ハ
ワ
イ
の
方
が
旅
行

を
売
る
力
が
あ
る
の
で
す
。
で
は

『
な
ぜ
・
何
が
』
人
々
を
引
き
付
け

る
の
で
し
ょ
う
。
簡
単
で
し
た『
日

本
に
無
い
物
が
有
る
』
か
ら
で
す
。

パ
リ
に
は
、
別
の
世
界
が
あ
る
の

で
す
。
こ
れ
が『
非
日
常
性
』で
す
。

理
屈
で
は
な
い
『
わ
く
わ
く
感
』

に
加
え
て
さ
ら
に
『
夢
と
希
望
』

が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
「
わ
く
わ

く
感
」
が
、
人
間
の
営
業
力
よ
り

強
い
『
訴
求
力
』
で
す
。

①相談受付
まずは相談のお申込み。

「事業引継ぎ相談申込書」
を HP からダウンロード
してご利用ください。

②面談
事 業 引 継 ぎ（M ＆ A）、
親族・従業員承継等に係
る相談に対応し、事業引
継ぎを行うかどうかの判
断を行います。

③事業引継ぎ支援
面談に基づき、匿名の企業概要書
の作成等並びに登録民間支援機関

（※）への橋渡し等を行います。
※着手金や成功報酬が発生します。

観
光
の
基
礎
知
識
①
　
全
三
回
シ
リ
ー
ズ（
専
門
指
導
員：鈴
木
）

シ
リ
ー
ズ

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

事業承継を先送りしてませんか？

富山県事業引継ぎ支援センターとは、経済産業省の委託を受け設置された、事業承継・事業引継ぎに関する公的支援
機関で相談無料・秘密厳守となっております。詳しくは　URL http://www.tonio.or.jp

■相談の流れ

富山県事業引継ぎ支援センター（公益財団法人富山県新世紀産業機構内）

事業の引継ぎに
不安がある・・・

事業の後継者が
見つからない

後継者に継がせる手続
きが分からない？？？

受付時間：平日 8：30 ～ 17：15（土 ･ 日 ･ 祝 ･ 年末年始を除く）　TEL 076-444-5605
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おわら風の盆 9月1日（木）〜3日（土） おわら風の盆行事運営委員会 076-454-5138

青葉に舞う　こきりこ 9月1日（木）〜4日（日） 五箇山観光総合案内所　 0763-66-2468

恋プロナイト2016 9月3日（土） 庄川町商工会 0763-82-1155

風の盆ステージ・町なかミニツアー 9月10日（土）・24日（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

なりひら風の市 9月10日（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

阿曾の市 9月10日（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

猪谷関所飛越ふれあい祭り 9月11日（日） 富山市南商工会大沢野細入支部センター 076-467-1963

相倉合掌集落稲穂ハサ掛けライトアップ 9月15日（木）〜19日（祝） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

第66回城端むぎや祭 9月17日（土）〜18日（日） 城端むぎや祭協賛会 0763-62-2163

第8回WaHaHa牛岳トレイルマラソン・
ノルディックウォーキング 9月18日（日） 富山市八尾山田商工会青年部 076-455-3181

おやべよってかれマーケット 9月18日（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

五箇山麦屋まつり 9月23日（金）〜24日（土） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

つくりもんまつり 9月23日（金）〜24日（土） 福岡町つくりもんまつり実行委員会 0766-64-1426

第33回中田かかし祭 9月24日（土）〜25日（日） 中田かかし祭実行委員会 0766-36-1135

第15回旧北陸道アートin小杉 9月24日（土）〜25日（日） 射水市商工会小杉本所 0766-55-0072

庄川笑倍繁盛演芸会 9月25日（日） 庄川町商工会 0763-82-1155

春日温泉まつり 9月25日（日） 春日温泉協議会 076-467-5550

こきりこ祭り 9月25日（日）〜26日（月） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

ふれあい青空市「やまだの案山子」 9月・月・火・水・土・日 ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先

各地の 月イ ベ ン トイ ベ ン ト9

事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の

「商工会とやま」
広告掲載企業

募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　経営支援課
（TEL076-441-2716）
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畑醸造株式会社（小矢部市）畑醸造株式会社（小矢部市）
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取材協力

商工会青年部女性部 商工会青年部女性部 
シリーズシリーズ

富山市南商工会
青年部婦中支部

in 富山市南商工会

in 富山市北商工会

　青年部婦中支部の松永支部
長は、「青年部として地域へどの
ように貢献していくかを考える
良い機会になった。何か必要な
ことがあれば、冊子を見て気軽
に相談してほしい。これからも婦
中地域の若い力を知ってもら
い、発揮していきたい」と意気込
みを話す。

　
富
山
市
婦
中
町
地
域
は
中
心
市
街
地
に

近
く
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

高
齢
者
比
率
は
他
の
地
域
と
同
じ
よ
う
に

増
加
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
買
い

物
弱
者
」
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
青
年
部
婦
中
支
部
で
は
元

気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
活

用
し
、「
地
域
の
絆
・
我
ら
婦
中
の
仕
事
人

マ
ッ
プ
」
を
制
作
し
た
。

　
高
齢
者
な
ど
が
悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
な

い
で
欲
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
こ
の
事

業
は
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
地
域
振
興
・

発
展
、
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
使
命
と
し
、
困
り
ご
と
や
必
要
な

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
会
員
事
業
者

へ
気
軽
に
相
談
、
問
合
わ
せ
が
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
考
え
た
。
特
に
買
い
物
弱

者
が
地
域
内
で
悪
質
な
商
法
等
の
被
害
に

合
わ
な
い
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作

り
に
一
役
か
っ
て
い
る
。

　「
我
ら
婦
中
の
仕
事
人
マ
ッ
プ
」
冊
子
は

Ａ
４
判
六
ペ
ー
ジ
で
、
安
心
し
て
依
頼
で

き
る
事
業
所
と
し
て
同
支
部
青
年
部
員
の

二
十
八
事
業
所
を
紹
介
。
地
域
内
で
い
ろ

ん
な
事
業
所
の
看
板
や
チ
ラ
シ
等
を
目
に

す
る
こ
と
は
多
い
も
の
の
、
初
め
て
仕
事

を
依
頼
す
る
際
は
や
は
り
不
安
が
あ
り
、

金
額
も
気
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
障
壁
を

軽
減
す
る
た
め
、
事
業
所
の
業
務
内
容
や

所
在
地
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
写

真
付
き
で
説
明
し
、
各
事
業
所
の
場
所
を

示
し
た
地
図
や
、
青
年
部
の
活
動
も
掲
載

し
て
い
る
。

　
地
域
住
民
か
ら
は
、初
め
て
知
っ
た
サ
ー

ビ
ス
も
発
見
で
き
、
い
ろ
ん
な
事
業
所
を

活
用
し
て
行
き
た
い
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

好
評
を
得
て
い
る
。

いいもの見つけ隊！いいもの見つけ隊！
シリーズシリーズ

まちの

冊
子
「
我
ら
婦
中
の
仕
事
人
マ
ッ
プ
」
制
作

産業観光で伝統的な醤油作りを学ぼう！３年の歳月をかけて天然熟成し
た醤油が香る工場は、87年の伝統を守りながら水と空気がきれいな1月
から３月の極寒に仕込みを行う。見たことのない大きな木樽や醤油の発
酵過程、レンガ造りの麹むろでは三昼夜温度管理を天窓の開け閉めで調
整を行うなど、畑 和行代表のガイドは職人ならではの視点で話に引き込
まれる。

産業観光で伝統的な醤油作りを学ぼう！３年の歳月をかけて天然熟成し
た醤油が香る工場は、87年の伝統を守りながら水と空気がきれいな1月
から３月の極寒に仕込みを行う。見たことのない大きな木樽や醤油の発
酵過程、レンガ造りの麹むろでは三昼夜温度管理を天窓の開け閉めで調
整を行うなど、畑 和行代表のガイドは職人ならではの視点で話に引き込
まれる。

ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズム

冊子では28事業所を紹介

「我ら婦中の仕事人
マップ」冊子

住所　小矢部市浅地800　TEL.0766-61-2111(予約受付)
見学コース　案内ガイドによる伝統的な醤油作りを見学することができる。
醤油の味比べも人気。隣接する直売所で醤油及びオリジナルドレッシング等
の商品等を購入できる。
見どころ　木樽で3年間熟成させる伝統的な醤油作りは日本でも数軒しか残っていない。

住所　小矢部市浅地800　TEL.0766-61-2111(予約受付)
見学コース　案内ガイドによる伝統的な醤油作りを見学することができる。
醤油の味比べも人気。隣接する直売所で醤油及びオリジナルドレッシング等
の商品等を購入できる。
見どころ　木樽で3年間熟成させる伝統的な醤油作りは日本でも数軒しか残っていない。

髙田委員長　松永支部長

　
富
山
市
呉
羽
町
に
あ
る「
桝
カ
フ
ィ
」は
、

二
〇
一
二
年
夏
に
自
宅
の
車
庫
を
利
用
し

た
珈
琲
焙
煎
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
約
二

年
の
焙
煎
研
究
を
経
て
、
二
〇
一
四
年
四

月
に
自
家
焙
煎
珈
琲
豆
の
専
門
店
と
し
て

正
式
開
業
し
た
。

　
中
南
米
や
中
東
・
ア
フ
リ
カ
等
か
ら
取

り
寄
せ
た
珈
琲
豆
を
焙
煎
機
で
丁
寧
に
焙

煎
し
、
常
時
二
十
種
類
以
上
用
意
さ
れ
て

い
る
。
お
客
様
の
好
み
で
焙
煎
す
る
「
注

文
焙
煎
」
で
差
別
化
を
図
っ
て
お
り
、
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
お
客
様
か
ら
「
美
味
し
い
珈
琲
の
煎
れ

方
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
も
あ

り
、
珈
琲
の
抽
出
を
体
験
で
き
る
こ
と
や
、

試
飲
も
楽
し
め
「
挽
き
た
て
の
珈
琲
を
丁

寧
に
ド
リ
ッ
プ
す
る
時
間
が
楽
し
み
」
な

ど
と
近
隣
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

　
昨
年
に
は
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
を
活
用
し
、
空
調
を
整
備
し
、
お
客

様
が
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
演
出
し
た
こ
と

で
、リ
ピ
ー
ト
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、

お
子
様
連
れ
の
主
婦
層
の
来
店
が
多
い
た

め
、
お
子
様
が
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
を

し
た
こ
と
が
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
新
規
顧

客
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
贈
答
品
や
引
き
出
物
と
し
て

の
珈
琲
豆
の
販
売
や
、
珈
琲
道
具
を
は
じ

め
珈
琲
関
連
商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
販
売
し
て
い
き
た
い
と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
た
。

　
富
山
市
北
商
工
会
の
平
成
二
十
八
年
度

よ
い
店
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
名
誉
賞
を

受
賞
。
こ
れ
か
ら
も
珈
琲
を
通
し
て
地
域

貢
献
、
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

く
れ
は
珈
琲
焙
煎
堂
「
桝
カ
フ
ィ
」

珈琲豆が並ぶ桝カフィ店内

住　　所：富山市呉羽町3918-102
電　　話：090-2033-0843
営業時間：
　日　　曜　  9:00～17:30
　月～水曜　12:00～19:30

取材協力

桝カフィ

店主
桝谷 寿美

　店主の桝谷さんは「珈琲を好
きになってもらい、珈琲愛好家
をもっと増やし、非日常のひと
ときでもある珈琲タイムでリ
ラックスしていただきたい。そ
の中で、お客様との会話を楽し
んでいきたい」と想いを語って
くれた。


